
 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

団体プロフィール 

 

フリー・ザ・チルドレンは1995年、当時わずか12歳だった子

どもの権利活動家、クレイグ・キールバーガーによって創立

されました。それ以来世界でもっとも大きい、教育を用いた

子どもによる子ども支援のネットワークを築いてきました。

私たち団体のもっとも重要なゴールは、子どもを貧困や搾取

から解放することだけでなく、子どもに、自分たちには世界

の人々の生活を向上するために社会を変える力がない、とい

う考えから解放するということでもあります。 

 

フリー・ザ・チルドレンは子どもの、子どもによる、子ども

のための団体であるため、ほかの子ども慈善団体とは違いま

す。1995年以来、その革新的プログラムに、45カ国の地域か

ら100万人以上の人々が鼓舞され、参加しています。この団体

は国際的なレベルと地域レベルの両方で活動しています。 

 

フリー・ザ・チルドレンの活動の実績： 

16の発展途上国で500の小学校を建設・設置しました。 

1000万ドル（８億円）相当の医療品を、それらを必要として

いる子ども達に送りました。 

北アメリカで、約 2000 の教育委員会に Youth in Action 

（活動する若者)グループを立ち上げました。 

リーダーシップワークショップと行動のきっかけとなるスピ

ーチを通して 25 万人の子どもによびかけました。 

1000 人以上の子どもリーダーのために、国際ボランティアの

ための海外旅行(スタディーツアー)の実施に取り組みました。 

 

フリー・ザ・チルドレン・インド 

プログラム背景 
 

アラビア海とベンガル湾に面し、境

界をなすインドは、ビルマ(ミャン

マー)とパキスタンの間に位置して

いる国です。近年の著しい経済投資

と生産から得る経済成長がみられる

にも関わらず、インドは深刻な人口

過剰、環境悪化、貧困、民族・宗教

間の紛争などの差し迫った問題を抱

えています。その膨大で今もなお増

え続けている人口は、基本的な社

会・経済・環境の問題となっていま

す。インドの人口は世界で中国につ

いで２番目に多く、もっとも大きい

民主主義国家です。５歳未満の幼児

のほぼ半数が栄養失調状態です。 

フリー・ザ・チルドレンは 1998年

からインドで活動を開始し、なかで

も、長年インド政府から忘れ去られ

ていた北インドの農村部に焦点をあ

て、支援をしています。 

その地域に昔からある農村では、そ

の活気みなぎる文化をも脅かしてし

まう深刻な問題に直面しています。

教育、水、収入、ヘルスケアサービ

スへのアクセスが不足しているた

め、その村々の住人の生活水準はと

ても低い状態です。農村部ではさら

に、教育設備が整っていないこと、

子ども達が働く必要があること、ま

た教育、ヘルスケアサポートが十分

でないことなどが直接の原因とな

り、小学校でも退学率がとても高く

なっています。 

さらに、学校に通う多くの子ども達

は、学校が村からとても遠いところ

にあるため、教育を受け始めるのが

遅くなってしまいます。私たちが活

動するこれらの村々では、２~３人

に１人の子どもが児童労働に従事し

ています。 

この問題の解決のため、フリー・

ザ・チルドレンではウダイプールの

さまざまな地域に位置するいくつか

の村で自立支援プログラムを実施し

ています。自立支援プログラムとは

持続可能かつ包括的な開発のモデル

です。このモデルに基づいて、村々

の子ども達への教育を妨げる要因を

なくすために、地域の方々と協力し

て活動しています。そして、それを

フリー・ザ・チルドレンだけで進め

るのではなく、村の人々に自分たち

の地域問題であることを認識しても

らうため、彼らにも関わってもらっ

ています。そうすれば、この先彼ら

は貧困から抜け出すことができ、こ

のプログラムをもとに生活を維持、

また組み立てていくことができるで

しょう。 

この目的を達成するため、私達は地

域の人々に協力を呼びかけているの

です。私たちの現地スタッフはいつ

も村にいる活発な女性、男性また青

年達と働いています。 

 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育支援プログラム 

 

ほとんどの農村部と同様に、村々の子ど

もは教育を受けていない場合がほとんど

です。大部分のケースで、子どもは地元

に学校がないため、一番近い学校でもし

ばしば一日に10キロもの距離を歩かなけれ

ばなりません。学校がある村でも、電気

が足りなかったり、インフラが整ってい

ないなどで、生徒の数が教室の収容量を

大幅に上回っているなどしています。 

 

FTCインドは、子ども達が明るく安全な学

校環境で学べるように、学校建設とイン

フラの修繕にむけて活動しています。私

たちは地域の経済を支援する約束をして

いるため、可能なときはいつでも村の男

性や女性を学校建設の労働力として雇っ

ています。また、すべての学校は村の中

心に建てられているため、すべての村人

が学校の設備を使うことができ、子ども

達も学校に行くために長い距離を歩かな

くてもすみます。 

 

フリー・ザ・チルドレンは子ども達が持

つ質の高い教育を受ける権利が守られる

よう、教員のトレーニングと能力向上を

優先事項の一つとしています。このよう

な取り組むべき課題が解決されるため、

地方政府や地域のリーダーと密接なパー

トナーシップを築き、すべての関係者に

とってよりよい社会を構築することを目

指しています。 

 

 

 

インド自立支援事業 

水と公衆衛生プログラム 

 

ウダイプールの村々が直面する大きな問

題のひとつが広範囲の干ばつです。この

地域の経済は農業ベースであるため、こ

の干ばつが深刻な飢饉をもたらします。

過去数十年の間、いくつかの団体がこの

問題を解決するためにこの地域で働き、

水不足を軽減するために人口の池をつく

りました。不幸なことに、このプランは

短期間で持続不可能なプランであること

がわかりました。なぜならその池は汚染

され、いまでは水により伝染する病気の

元になっているからです。 

 

これらの問題に取り組むため、FTCの現地

スタッフはそれぞれの村でクリーンウォ

ータープロジェクトの実施すに向け動い

ています。クリーンウォータープロジェ

クトは村の中心または村のいたるところ

に位置される予定なので、女性や子ども

達はもう水を汲むために何時間も歩かな

くてもよくなるでしょう。さらに、農業

を促進し、土地の侵食を防ぐダム建設や

ウォーターハーベストプロジェクトを実

行するため、地域の人々と密接に連携を

とりながら働いています。 

 

 

加えて、手洗いや水の煮沸などの基本的

な公衆衛生習慣を村の人々に教える教育

キャンペーンや公衆衛生ワークショップ

を始めました。さらに、公衆衛生プログ

ラムのひとつとして、私達は地元の学校

に手洗い場とトイレを設置します。この

トイレはすべての生徒にとって利益とな

るでしょうが、基本的な公衆衛生が整っ

ていないため、だいたいの場合生理中は

学校を休まざるを得ない女子生徒にとっ

て特に便利になるでしょう。 

 

 

While some rural areas do have access to 
schools, the classrooms 
are small and overcrowded. 

At Free The Children we work to provide 
communities with the infrastructure and 
resources conducive to quality  ducation. 

Due to water scarcity, community members 
use a drinking water 
the same contaminated water where animals 

drink and swim. 

Through our water and sanitation programs 
we ensure that children have access to clean 
drinking water. 



収入向上プログラム 

 

ほとんどの村では、その主な収入源として農業に頼っています。たくさ

んの家族は、家計の助けを子どもに頼っており、その結果、子ども達が

学校にいけなくなっているのです。 

 
 

子ども達を学校に通えるようにし、さらに、家族が収入を得られるよう

手助けするため、私達は収入向上プログラムを開始しており、成功して

います。このプログラムのゴールは、大人達にスキルトレーニングを通

して技術を身に付け、より有益で収入の安定した仕事に就けるようにす

ることです。一例として、ある村ではしょうがを乾かした商品を地元の

市場で販売できるよう FTCはビニールハウス乾燥機の開発を支援しまし

た。生のしょうがは乾燥しょうがの数分の１の値段で売られるので、こ

の乾燥機は女性や家族に持続可能な収入を提供することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

フリー・ザ・チルドレン：変化を起こす 

あなたのサポートがこれらの取り組みを継

続させるために非常に重要です。 

 教室・学校建設 

 新しいウォーターシステム 

井戸 

トイレ 

灌漑の開発 

 健康・保健センター 

インドの村を支援してくださる方は、

FTCJ ウェブサイトからご寄付頂けます。

www.ftcj.com 

さらに詳しい情報がほしい方はこちらまで

メールをしてください。info@ftcj.com 

 

インド自立支援事業 

健康と環境プログラム 

フリー・ザ・チルドレンでは、農村部における健康問題に立ち向かうた

めの鍵のひとつは、保健サービスと保健予防の取り組みであると考えて

います。そこで、地域の保健センターを建てる計画をし、実施していま

す。地方政府との強いパートナーシップにより、これらのセンターに

は、必要な医療品や専門的なトレーニングを受けた看護師が置かれま

す。 

予防キャンペーンと健康意識向上のワークショップをすべての村々の住

人に実施するため、私達はすべての村とパートナーシップを結んで働い

ています。このワークショップに加え、薬草栽培ガーデンをつくること

をサポートし、地域の伝統的な薬の生成を奨励しています。このような

自然の薬を奨励することは、地域の伝統の保全につながり貴重なことで

す。またそれは村の人々にとって購入しやすいのです。 

 

 

 

By providing adults with training, such as 
teaching them how 
to dry ginger, we give them the skills to find 

better work opportunities. 

Children often suffer from water related diseases such as 
diarrhea and suffer many health complications due to the 
lack of medical services. These illnesses could easily be 

avoided through health prevention initiatives. 

mailto:info@ftcj.com

